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評書

疋
田
啓
佑
著
「
坤
吟
語
」

柴

田

篤

　
天
保
四
年
、
大
塩
平
八
郎
が
時
の
大
儒
佐
藤
一
斎
に
宛
て
た
書
簡
に
よ
れ
ば
、
彼
が
永
年
に
わ
た
る
思
想
的
混
迷
を
打
破
し
て
、
陽
明

学
に
接
近
す
る
に
至
る
、
決
定
的
転
機
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
明
末
の
一
士
人
質
坤
（
一
五
三
六
一
一
六
一
八
）
の
著
し
た
「
陣
吟
上
巴

と
い
う
書
物
で
あ
っ
た
。

　
本
書
は
、
こ
の
「
坤
吟
語
」
の
中
か
ら
、
約
十
分
の
一
を
抄
出
し
て
書
き
下
し
、
原
文
に
返
り
点
を
施
し
て
、
訳
注
を
加
え
た
本
文
篇

と
、
冒
頭
の
解
説
篇
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
著
者
は
本
書
上
梓
に
負
い
前
後
し
て
、
「
臭
墨
の
伝
記
と
『
陣
吟
語
」
ω
㈲
㈲
」
　
（
「
都
城

工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
」
第
十
～
十
二
号
、
昭
和
五
一
～
五
三
年
）
と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
　
（
以
下
「
論
文
」
と
略

す
。
）
こ
の
三
篇
の
論
文
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
、
呂
坤
の
伝
記
　
二
・
三
、
「
坤
吟
語
」
そ
の
成
立
と
諸
本
に
つ
い
て
　
四
、

「
画
面
語
」
の
諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
　
五
、
呂
坤
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
　
六
、
　
「
哺
吟
語
」
、
の
思
想
　
七
、
結
語
と
今
後
の
問
題
。

こ
の
う
ち
一
か
ら
五
ま
で
は
、
本
書
の
解
説
篇
に
お
お
む
ね
該
当
す
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
「
論
文
」
の
記
述
の
方
が
よ
り
詳
細
で
あ
る
。

ま
た
六
の
「
三
吟
語
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
本
書
本
文
篇
各
段
の
解
説
に
散
見
し
て
い
る
も
の
を
、
全
体
的
に
整
理
し
、
新
た
に
検
討

し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
書
評
で
は
、
以
上
の
三
篇
の
論
文
を
も
含
め
て
、
益
獣
な
ら
び
に
「
坤
吟
語
」
に
関
す
る
、
著
者
－

の
一
連
の
研
究
を
、
総
合
的
に
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
著
者
も
「
あ
と
が
き
」
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
口
吟
語
」
全
体
の
書
き
下
し
と
注
釈
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
既

に
公
田
連
太
郎
氏
の
『
坤
南
南
』
　
（
昭
和
三
十
年
、
明
徳
出
版
社
刊
）
と
い
う
大
著
が
あ
る
。
著
者
は
、
公
田
氏
の
こ
の
研
究
を
十
分
に

踏
ま
え
た
上
で
、
更
に
「
宋
明
学
特
有
の
思
想
的
な
方
面
に
ま
だ
余
地
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
つ
き
及
ぶ
限
り
の
追
究
を
意
図
し
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た
」
　
（
「
あ
と
が
き
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
の
ね
ら
い
と
特
色
は
、

の
こ
の
ね
ら
い
に
即
し
な
が
ら
、
考
察
を
進
め
て
い
こ
う
と
思
う
。

実
に
こ
の
点
，
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
も
、
著
者

　
ま
ず
解
説
篇
の
始
め
に
は
、
墓
誌
銘
・
呂
新
吾
先
生
伝
・
明
儒
学
案
・
明
史
列
伝
・
去
偽
言
文
集
な
ど
を
資
料
と
し
な
が
ら
、
馬
手
の

略
伝
と
著
作
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
下
降
は
三
十
六
歳
で
進
士
に
及
第
し
、
三
十
九
歳
の
時
よ
り
六
十
二
歳
で
親
任
す
る
ま
で
、
地
方

官
お
よ
び
中
央
官
僚
と
し
て
活
躍
す
る
。
万
暦
二
十
五
年
、
国
政
に
つ
い
て
直
言
レ
た
上
奏
文
を
呈
し
、
そ
れ
を
機
に
職
を
辞
す
、
以
後

晩
年
の
二
十
年
間
は
、
林
居
し
て
講
学
・
著
述
に
専
念
す
る
。

　
「
陣
吟
語
」
は
、
呂
坤
が
二
十
代
後
半
か
ら
お
よ
そ
三
十
年
間
に
わ
た
っ
て
、
折
に
ふ
れ
て
書
き
綴
っ
た
文
章
を
輯
め
た
も
の
で
あ

る
。
十
七
篇
に
類
別
さ
れ
、
心
性
論
ピ
世
界
観
・
学
問
論
か
ら
、
社
会
・
政
治
の
諸
問
題
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
内
容
を
持
つ
。
万
暦
二

十
一
年
（
一
五
九
三
）
の
自
序
を
も
つ
こ
の
書
は
、
以
後
刷
改
や
増
補
を
行
い
な
が
ら
版
を
重
ね
、
清
朝
に
入
っ
て
か
ら
も
し
ば
し
ば
刊

行
さ
れ
、
多
く
の
学
者
の
間
で
尊
重
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
本
に
つ
い
て
、
か
つ
て
公
田
連
太
郎
氏
は
、
　
「
今
は
い
つ
れ
も
容
易
に
得
難

い
も
の
と
な
っ
た
。
惜
し
む
べ
き
事
で
あ
る
」
　
（
『
陣
吟
語
」
序
説
）
と
、
閲
読
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
嘆
か
れ
た
。
が
、
著
者
は
そ
れ
ら

の
諸
本
に
つ
い
、
て
、
能
う
限
り
の
調
査
を
行
い
、
本
書
解
説
中
「
『
陣
吟
語
」
の
諸
本
に
つ
い
て
」
　
（
二
二
～
二
八
頁
）
に
お
い
て
、
刊

行
の
次
第
を
整
理
し
、
列
挙
し
て
い
る
。
諸
本
が
ど
の
よ
う
な
系
統
で
遂
次
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
か
は
、
本
書
二
九
頁
に
図
示
さ
れ
、

　
　
　
　

訟
翠
中
の
図
と
併
せ
て
み
る
時
、
　
「
陣
吟
語
」
の
出
版
状
況
が
一
目
瞭
然
と
な
る
。
著
者
は
、
諸
本
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
行
状
態
を
個
別
的

　
　
　
く

に
調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
ど
の
よ
う
な
連
関
を
も
つ
の
か
、
そ
の
埋
も
れ
た
足
跡
を
掘
り
起
こ
し
、
・
系
統
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
　
「
坤
吟
語
」
と
い
う
書
物
の
数
百
年
に
わ
た
る
歴
史
を
再
現
し
て
み
せ
た
と
い
え
る
。
ま
た
諸
本
の
内
容
の
異
同
に
つ
い
て

も
、
精
密
な
調
査
を
行
っ
、
て
い
る
。
（
「
論
文
」
勅
。
本
書
で
は
省
略
〉
以
上
の
よ
う
な
「
坤
季
語
」
に
関
す
る
書
誌
学
的
研
究
は
、
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

よ
り
始
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
「
陣
営
語
」
の
後
世
に
与
え
た
影
響
を
見
、
か
っ
こ
の
書
物
の
性
格
を
考
察
す
る
た
め
に
、

ま
こ
と
に
貴
重
．
な
材
料
を
提
供
し
た
も
の
と
い
え
る
。
各
地
に
散
在
す
る
諸
本
を
丹
念
に
調
査
し
整
理
す
る
と
い
う
、
煩
環
な
作
業
を
つ

み
か
ざ
ね
ら
れ
た
著
者
の
努
力
を
待
っ
て
、
始
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
ど
推
察
さ
れ
る
。

　
次
に
、
　
「
哺
吟
語
」
を
通
し
て
窺
わ
れ
る
、
呂
坤
そ
の
人
の
思
想
に
対
し
て
、
著
者
が
ど
の
よ
う
な
接
近
の
仕
方
を
し
た
か
を
見
て
い
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き
た
い
。

　
著
者
は
解
説
篇
に
お
い
て
v
重
心
お
よ
び
「
・
岬
吟
語
」
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
呂
坤
の
思
想
的

研
究
は
、
最
近
に
至
る
ま
で
余
り
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
現
代
中
国
に
お
い
て
、
唯
物
史
観
に
よ
る
思
想
史
の
再
検
討
に
よ
っ
て
、
呂

坤
は
一
躍
脚
光
を
あ
び
始
め
た
の
で
あ
る
。
　
「
明
代
中
葉
の
進
歩
思
想
家
、
反
道
学
，
の
先
駆
者
」
　
（
候
外
界
『
呂
坤
哲
学
選
集
』
・
序
・
一

九
六
一
年
）
と
い
う
評
価
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
い
つ
た
一
連
の
研
究
は
、
候
外
盧
主
編
『
中
国
思
想
遮
史
』
第
四
巻
下
冊
・
第
二
十
一

章
「
王
座
相
、
黄
維
、
呂
坤
の
反
動
単
思
想
」
第
三
節
「
呂
坤
の
元
気
守
”
恒
”
の
学
説
及
び
そ
の
進
歩
思
想
」
　
（
一
九
六
〇
年
・
北
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

人
民
出
版
社
）
に
代
表
さ
れ
る
。
　
（
以
下
「
通
史
」
と
略
す
）
　
著
者
は
「
論
文
」
中
「
呂
坤
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
」
の
中
で
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
「
通
史
」
の
所
論
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。
　
（
本
書
解
説
篇
で
は
要
約
）
　
著
者
の
立
場
を
見
る
前
に
、
ま
ず
「
通
史
」
の
見
解
の

要
点
を
．
記
し
て
お
く
。

　
　
一
、
呂
坤
は
道
学
（
朱
子
学
）
．
の
批
判
者
で
あ
る
。

　
　
二
、
呂
坤
の
哲
学
の
核
心
は
、
唯
物
主
義
的
世
界
観
（
気
一
元
論
）
で
あ
る
。

　
　
三
、
呂
坤
は
認
識
論
と
人
性
論
（
心
性
論
）
の
方
面
に
お
い
て
限
界
性
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
で
は
、
著
者
は
呂
坤
思
想
を
ど
う
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
「
論
文
」
下
で
著
者
は
、
・
「
坤
吟
語
」
の
思
想
に
つ
い
て
、
一
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

史
上
の
系
譜
・
⇒
陣
吟
語
の
哲
学
思
想
上
の
特
色
・
ヨ
唯
物
主
義
・
似
三
節
に
わ
け
て
論
説
し
て
い
る
。
↓
で
は
・
　
「
宋
学
の
大
成
者
朱

　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

子
に
つ
い
て
、
呂
坤
は
相
当
に
批
判
的
で
あ
る
」
が
、
「
一
方
的
に
朱
子
を
批
判
し
た
わ
け
で
は
な
」
く
、
「
朱
子
に
つ
い
て
も
っ
と
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
理
解
が
あ
っ
た
と
考
え
」
ら
れ
る
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
二
で
は
、
呂
坤
の
思
想
的
特
質
と
し
て
、
中
・
敬
・
静
・
求
心
の
各
項
目
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

挙
げ
、
　
「
，
陣
虚
語
」
か
ら
該
当
す
る
諸
条
を
引
用
し
、
解
説
し
て
い
る
。
三
に
お
い
て
は
、
前
記
「
通
史
」
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

て
い
る
。
そ
し
て
、
著
者
は
結
論
と
し
て
、
三
連
思
想
に
対
す
る
自
ら
の
視
座
に
つ
い
て
、
　
「
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
な
さ
れ
た
研
究

が
、
唯
物
思
想
と
伝
統
儒
教
思
想
批
判
の
面
に
の
み
重
点
を
置
い
て
再
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
、
当
時
の
儒
教
や
儒
者
を
批
判
し
つ
つ

も
、
そ
れ
で
も
儒
者
で
あ
っ
た
、
柔
軟
な
、
そ
し
て
現
実
政
治
に
生
き
た
儒
者
の
姿
の
、
そ
の
思
想
と
し
て
心
え
よ
う
と
試
み
た
」
、
と

述
べ
て
い
る
。

　
著
者
は
、
あ
く
ま
で
も
呂
坤
を
彼
が
生
き
た
明
代
末
期
に
引
き
戻
し
て
、
そ
の
思
想
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
隆
慶
か
ら
万
暦
年
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間
に
か
け
て
、
内
憂
外
患
の
時
代
に
、
実
務
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
呂
坤
が
、
「
現
実
政
治
に
密
着
し
、
応
用
の
で
き
る
実
学
的
な
面
を

尊
」
ぴ
、
　
「
実
際
の
政
治
に
役
立
つ
、
ま
た
目
下
早
急
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
実
践
的
な
こ
と
こ
そ
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
」
い
た
こ
と

に
注
目
し
、
そ
こ
に
彼
の
思
想
の
特
質
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
愛
吟
語
」
が
ほ
ぼ
呂
坤
の
官
吏
時
代
を
通
し
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
、
彼
の
も
う
一
つ
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
「
実
政
録
」
が
、
地
方
官
に
対
し
て
吏
治
の
要
諦
を
具
体
的
に
説
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
併
せ
て
考
え
る
時
、
こ
の
指
摘
は
、
「
呂
坤
思
想
の
性
格
に
対
す
る
的
確
な
見
方
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味

で
著
者
は
一
反
道
学
の
面
を
殊
さ
ら
に
強
調
し
た
「
通
史
」
の
立
場
に
全
面
的
に
罵
り
か
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
が
、
「
通
史
」
の

黒
黒
観
の
か
な
め
と
い
え
る
、
　
「
呂
坤
は
気
一
元
論
で
あ
り
、
朱
子
学
で
説
く
万
物
の
本
源
と
し
て
の
道
や
理
を
否
定
し
た
」
　
（
「
通
史
」

九
四
九
頁
参
照
）
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
そ
の
見
解
に
対
し
て
、

殊
さ
ら
異
議
を
唱
え
た
り
、
検
討
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
は
、
控
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
少
し
考
察
を
加
え
て
み

た
い
と
思
う
。
呂
坤
思
想
が
唯
物
主
義
思
想
で
あ
る
か
否
か
は
、
一
ま
ず
置
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
呂
坤
の
「
気
一
元
論
」
と
称
せ
ら
れ

る
も
の
が
㍉
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
朱
子
学
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
．

　
そ
こ
で
先
ず
所
謂
「
気
一
、
元
」
に
論
及
し
た
箇
所
を
、
本
書
か
ら
い
く
つ
か
捨
っ
て
み
よ
う
。
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「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し

①
「
気
は
形
の
精
華
、
形
は
気
の
主
屋
な
り
。
故
に
形
の
中
に
気
あ
り
。
気
な
け
れ
ば
す
な
は
ち
形
生
ぜ
ず
。
」
・
（
一
〇
四
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

②
「
宇
宙
の
内
に
、
万
物
を
主
張
す
る
底
は
、
た
だ
こ
れ
一
塊
の
気
な
り
。
気
は
す
な
は
ち
こ
れ
理
な
り
。
理
は
気
の
自
然
な
る
も
の

　
な
り
。
」
　
（
一
一
二
頁
）

③
「
天
地
万
物
は
た
だ
こ
れ
・
一
気
の
聚
散
に
し
て
、
さ
ら
に
別
箇
な
し
。
形
は
気
の
附
き
て
以
て
凝
結
を
な
す
所
な
り
。
気
は
形
の
托

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど

　
し
て
以
て
運
動
を
な
す
所
な
り
。
気
な
け
れ
ば
す
な
は
ち
形
存
せ
ず
、
形
な
け
れ
ば
す
な
は
ち
気
住
ま
ら
ず
。
」
　
（
一
八
二
頁
）

以
上
の
よ
う
に
呂
坤
は
、
形
は
気
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
万
物
は
一
気
の
聚
散
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
、
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
で
、



　
　
　
　
ロ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
呂
坤
は
万
物
の
生
成
に
対
し
て
気
一
元
論
を
説
」
い
た
（
一
七
八
頁
、
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同
じ
）
、
と
い
う
著
者
の
指
摘
は
、
一
応
、

妥
当
な
も
の
と
い
え
る
。
が
、
気
が
万
物
を
構
成
す
る
と
い
ケ
の
は
、
そ
も
そ
も
中
国
で
は
伝
統
的
な
生
成
に
関
す
る
考
え
方
で
は
な
か
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
た
か
。
著
者
は
、
朱
子
の
「
理
気
二
元
論
」
や
陸
象
山
の
「
理
一
元
の
立
場
」
に
対
し
て
「
呂
坤
は
気
一
元
の
立
場
を
と
る
」
　
（
一
〇

四
頁
）
と
、
説
い
て
い
る
が
、
万
物
の
生
成
に
関
す
る
呂
坤
の
考
え
方
は
、
は
た
し
て
朱
子
学
と
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
朱
子
は
、
万
物
の
構
成
要
素
と
し
て
、
理
と
気
の
二
元
を
立
て
る
。
理
は
「
物
を
生
ず
る
の
本
」
　
（
根
本
）
で
あ
り
、

気
は
「
物
を
生
ず
る
の
具
」
　
（
素
材
）
で
あ
る
。
　
（
朱
子
文
集
・
巻
五
八
・
答
黄
道
夫
）
そ
し
て
、
　
「
理
の
な
い
気
は
な
く
、
気
の
な

い
理
も
な
い
」
　
（
気
だ
け
で
も
、
理
だ
け
で
も
存
在
し
な
い
。
朱
子
語
学
・
巻
一
・
二
丁
）
、
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
理
と
気
は
相
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

即
不
離
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
「
若
し
本
原
を
論
ず
れ
ば
、
即
ち
理
あ
り
て
然
る
後
気
あ
り
。
…
…
…
若
し
稟
賦
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち

是
の
気
あ
り
て
馨
る
後
理
随
い
て
以
て
具
わ
る
」
　
（
朱
子
文
集
b
巻
五
九
・
答
趙
致
道
）
と
あ
る
よ
う
に
、
理
は
行
動
準
則
・
存
在
原
理

と
し
て
は
、
気
に
対
し
て
優
越
性
・
優
先
性
を
も
つ
が
、
万
物
を
有
形
の
も
の
と
し
て
生
成
す
る
素
材
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

気
は
理
に
先
行
す
る
も
の
と
い
え
る
。
だ
か
ら
朱
子
も
、
　
「
物
が
生
ず
る
の
は
、
気
が
聚
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
が
で
き
る
の
だ
」
（
朱

子
語
類
・
巻
一
七
・
五
丁
）
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
呂
坤
の
気
一
元
論
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
も
、
生
成

の
局
面
に
お
い
て
見
る
な
ら
ば
、
朱
子
学
と
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

　
で
は
呂
坤
思
想
に
お
い
て
、
理
の
性
格
、
お
よ
び
理
と
気
の
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
彼
は
、
　
「
天
を
生
じ
地
を
生
じ
、
人
を
生

じ
物
を
生
ず
る
は
み
な
気
な
り
。
し
か
る
所
以
の
も
の
は
理
な
り
」
と
、
理
と
気
を
そ
れ
ぞ
れ
定
義
し
た
上
で
、
理
と
気
を
二
つ
の
も
の

と
し
て
対
立
的
に
説
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
　
（
本
書
一
、
一
七
頁
）
四
馬
思
想
を
気
一
元
論
と
規
定
す
る
「
通
史
」
は
、
こ

の
主
張
を
と
ら
え
て
、
独
立
し
て
万
物
を
作
る
本
源
と
し
て
の
「
道
」
や
，
「
理
」
を
否
定
し
、
　
「
道
」
や
「
理
」
は
物
質
内
部
の
「
然
る

所
以
」
　
「
規
律
」
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
考
え
だ
と
説
く
。
　
（
「
通
史
」
九
四
九
頁
）
朱
子
学
で
説
く
よ
う
に
「
物
質
を
統
御
す
る
」
も
の

と
し
て
で
は
な
く
、
「
気
の
固
有
す
る
性
質
」
と
し
て
「
理
」
を
と
ら
え
て
い
る
、
と
「
通
史
」
は
説
く
の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
呂
坤

は
、
万
物
の
本
源
と
し
て
の
「
道
」
や
「
理
」
の
権
威
を
否
定
な
い
し
は
軽
視
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
呂
坤
は
、
大
学
の
「
格
物
」
の
功
夫
は
、
　
「
身
心
意
知
家
国
天
下
の
理
」
を
「
察
識
体
験
」
す
る
こ
と
だ
と
説
く
。
こ
の
理
は
、
　
「
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
純
粋
の
理
」
で
あ
っ
て
、
　
「
陰
陽
五
行
の
先
に
在
り
、
陰
陽
五
行
の
主
と
為
る
」
も
の
で
あ
る
。
陰
陽
五
行
は
気
質
に
属
し
、
善
悪
の
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区
別
が
あ
乃
か
ら
、
こ
の
気
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
万
物
に
も
善
悪
の
区
別
が
生
じ
る
。
だ
か
ら
形
成
さ
れ
た
事
物
に
お
い
て
、
　
「
先
天

の
性
」
は
「
善
あ
り
悪
な
き
」
も
の
で
あ
る
が
、
　
「
後
天
の
性
」
は
「
善
あ
り
悪
あ
る
」
も
の
と
な
る
。
　
（
以
上
、
去
偽
斎
文
集
・
巻
四

・
答
孫
虚
語
立
三
論
格
物
、
第
二
・
三
書
）
こ
の
よ
う
に
呂
坤
は
、
朱
子
学
と
同
様
、
「
義
理
の
性
」
と
「
気
質
の
性
」
を
明
確
に
区
別

す
る
が
、
そ
れ
は
、
　
「
善
な
ら
ざ
る
の
理
な
く
、
み
な
重
な
る
の
直
な
し
」
　
（
本
書
五
一
頁
）
と
い
う
、
書
意
に
対
す
る
認
識
に
よ
る
も

の
と
い
え
る
。
呂
坤
に
お
い
て
も
、
悪
の
萌
す
原
因
は
気
に
あ
り
、
理
は
純
粋
至
善
な
る
も
の
と
さ
れ
る
。
　
「
然
る
所
以
」
で
あ
る
理
は
、

善
の
根
拠
、
価
値
の
根
源
と
し
て
、
気
に
対
す
る
優
越
性
・
優
先
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
朱
子
学
に
お
け
る
性
善
論
の
伝
統
を
・

明
確
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
呂
坤
の
理
羅
拝
・
心
性
論
を
一
体
の
も
の
と
し
て
把
握
し
て
こ
そ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
気
に
動
か
ざ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん

ば
、
事
事
好
し
」
　
（
陣
西
語
・
巻
一
・
語
誌
）
、
　
「
物
欲
は
気
質
よ
り
来
る
。
ロ
バ
だ
気
質
を
変
化
す
る
の
み
。
更
に
甚
の
物
欲
を
か
説
か

ん
」
　
（
同
・
談
通
）
と
い
う
彼
の
主
張
を
よ
り
ょ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
二
丈
の
理
気
功
は
、
理
と
気
の
性
格
規
定
と
そ
の
関
係
様
式
に
お
い
て
、
朱
子
学
の
そ
れ
と
本
質
的
に
異

な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
、
鋭
気
心
性
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
の
規
定
に
緻
密
な
神
経
を
注
い
だ
朱
子
そ
の
人
に
比
べ

る
な
ら
ば
、
確
か
に
呂
坤
は
や
や
厳
密
さ
を
欠
い
て
お
り
、
朱
子
学
と
異
な
る
立
場
に
立
つ
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
き
ら
い
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
が
、
そ
の
思
想
構
造
を
細
か
く
検
討
し
て
い
く
な
ら
ば
、
朱
子
学
の
理
勝
論
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
ヶ
、
道
や
理
の
権

威
を
否
定
す
る
方
向
に
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
呂
坤
は
、
　
「
天
下
の
事
は
皆
実
理
の
為
す
所
に
し
て
、
末
だ
実
理
な
く

し
て
事
物
あ
る
者
あ
ら
ざ
る
な
り
」
　
（
哺
雲
竜
・
巻
．
一
・
談
道
）
と
説
く
よ
う
に
、
　
「
実
理
」
を
尊
重
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

既
に
著
者
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
現
実
政
治
に
密
着
」
し
た
、
　
「
実
践
的
な
」
学
問
を
尊
ぶ
血
止
は
、
具
体
的
個
別

的
な
事
柄
に
即
し
た
形
で
道
理
を
探
究
し
、
そ
れ
を
直
ち
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
重
ん
じ
た
。
そ
れ
が
塩
気
相
即
の
強
調
と
な
っ
て
表

現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
口
先
だ
け
で
実
行
が
伴
わ
な
か
っ
た
り
、
現
実
の
具
体
的
な
事
柄
に
適
用
し
な
か
っ
た
り
す

る
よ
う
な
学
問
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
　
（
去
偽
斎
文
集
・
巻
三
・
楊
晋
庵
文
集
序
）
彼
が
時
と
し
て
、
「
南
舘
」
を
、
　
「
道
．

学
」
を
批
判
す
る
の
は
、
現
実
界
か
ら
遊
離
し
た
形
で
道
を
説
き
、
理
を
論
ず
る
こ
と
を
拒
否
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
道
そ
の
も
の
、
理

そ
の
も
の
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
呂
坤
は
無
極
・
太
極
、
理
気
の
同
異
、
性
命
の
精
粗
、
性
善
の
是
否
な
ど
に
つ
．
い
て
も
、
そ
れ

ら
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
、
議
論
の
為
の
議
論
に
流
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
お
そ
れ
た
の
で
あ
っ
て
（
本
書
九
九
頁
参
照
）
、
　
「
人
の
為
に
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え
ん
　
　
　
　
　
　
あ
き
ら

冤
を
弁
じ
諺
を
白
か
に
す
る
は
、
こ
れ
第
一
の
天
理
な
り
」
　
（
本
書
八
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
官
吏
と
し
て
の
日
常
性
の
中
で
、
天
理

を
体
現
し
て
い
く
こ
と
を
第
｝
目
標
と
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
は
呂
坤
は
、
事
物
に
即
し
た
形
で
理
を
窮
め
て
い
く
こ
と
を
主
張

す
る
朱
子
学
の
、
忠
実
な
る
実
践
者
で
あ
っ
た
と
さ
え
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
当
初
の
学
者
で
、
朱
子
学
一
尊
を
標
冒
す
る
陸
朧
其
は
、
「
陣
吟
語
」
の
内
容
で
疑
問
と
す
る
点
を
列
挙
し
て
、
　
「
読
臭
素
語
疑
」
（
三

魚
堂
文
集
・
巻
四
）
を
著
し
て
い
る
。
理
気
の
分
合
に
つ
い
て
、
「
朱
子
の
説
、
備
わ
れ
り
」
　
（
同
・
巻
一
・
－
理
気
論
Y
と
す
る
陸
重
留

は
湘
こ
の
中
で
油
日
の
理
気
論
を
、
朱
子
学
の
そ
れ
と
殊
さ
ら
に
異
な
る
も
の
と
し
て
は
扱
っ
て
い
な
い
。
彼
は
、
．
「
坤
連
語
」
に
序
文

を
書
い
て
、
　
「
そ
の
言
は
皆
程
朱
と
言
い
表
裏
す
。
ま
ま
出
入
す
る
者
あ
る
も
、
亦
た
少
な
し
」
　
（
同
・
巻
八
）
と
説
い
て
い
る
。
陸
墨

其
の
、
こ
の
呂
坤
に
対
す
る
評
価
は
、
そ
れ
な
り
に
当
を
得
て
い
る
も
の
の
よ
．
う
に
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
な
ら
ば
、
　
「
呂
坤
は
朱
子
の
理
気
二
元
論
に
反
対
し
て
気
一
元
論
を
説
き
凸
道
や
理
の
権
威
を
否
定
し
た
」

と
い
う
呂
坤
思
想
の
規
定
の
仕
方
に
は
、
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
　
「
通
史
」
で
説
く
よ

う
な
、
そ
う
い
っ
た
見
方
か
ら
一
旦
自
由
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
丈
短
思
想
を
と
ら
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
点
の
追
求
に
お
い
て
、
筆
者
は
本
書
に
対
し
て
、
い
さ
さ
か
不
満
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
が
、
従
来
我
が
国
に
お
い
て
は
、
と
．

か
く
処
世
訓
・
修
養
の
書
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
「
身
震
語
」
を
、
明
末
の
］
士
人
重
連
の
生
の
言
葉
と
し
て
、
宋
明
思

想
史
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
し
た
著
者
の
姿
勢
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
部
分
訳
で
は
あ
る
が
、
「
坤
吟
謳
巴

が
始
め
て
平
易
な
口
語
で
訳
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

一7
6

「

　
「
中
国
古
典
新
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
著
さ
れ
た
本
書
は
、
解
説
面
に
お
い
て
も
、
訳
注
面
に
お
い
て
も
、
紙
幅
が
限
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
意
味
で
最
初
か
ら
大
春
な
制
約
を
う
け
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
う
い
っ
た
条
件
の
下
で
、
思
う
所
を
満
足
に
表
現
で
き
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
著
者
の
意
中
を
、
十
分
に
汲
み
取
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
窃
か
に
浮
れ
る
次
第
で
あ
る
。

（
調
?
伯
闃
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